
※種別は講義、 実習、 演習のいずれかを記入。
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EX-OR回路を理解し ている。

ブール代数を理解し ている。

3

フ リ ッ プフ ロッ プ回路を
理解し ている

R-Sフ リ ッ プフ ロッ プ回路
は理解し ている

NOR

EX-OR

ブール代数

ド ・ モルガンの定理

ベン図、 カ ルノ ー図

論理式

半加算器 半加算器を理解し ている。

半加算器・ 全加算器、 エ
ンコ ーダ・ デコ ーダをす
べて理解し ていない

到達目標
E

ド ・ モルガンの定理を理解し ている。

ベン図、 カ ルノ ー図を理解し ている。

真理値表から 論理式を求める。

ブール代数、 ド ・ モルガ
ンの定理のどちら か理解
し ている

ブール代数、 ド ・ モルガ
ンの定理をすべて理解し
ていない

デジタ ルと アナログ回路の違いを理解し ている。

3

2進数を理解し 、 10進数、 16進数へ変換でき る。

16進数を理解し 、 10進数、 16進数へ変換でき る。

フ リ ッ プフ ロッ プ回路を
すべて理解し ていない

【 教科書】

【 参考資料】

わかるAI ・ DD全資格[ 基礎] /リ ッ ク テレコ ム、 進捗に応じ てプリ ント を配布。

【 成績の評価方法・ 評価基準】

フ リ ッ プフ ロッ プ回路を
理解し 、 図で表し 説明で
き る

フ リ ッ プフ ロッ プ回路を
理解し 、 説明でき る

２ 進法や基礎論理回路、 各種デジタ ル回路について学びます。

【 到達目標】
A. 進数変換を 理解し 、 2進数、 10進数、 16進数への変換ができ る
B. 基本論理回路( AND, OR, NOT, NAND, NOR, EX-OR) を 理解し ている
C. ブール代数、 ド ・ モルガン の定理を 理解し ている
D. 半加算器・ 全加算器、 エン コ ーダ・ デコ ーダを 理解し ている
E. フ リ ッ プフ ロ ッ プ回路を 理解し ている

【 授業の注意点】
授業は、 オリ エン テーショ ン 時における 講義、 およ び、 実習中の実技で構成さ れている 。 実技指導は、 実施競技のイ ン スト ラ ク タ ーが中心と
なり 行う ので、 専門的で高度な技術修得が期待でき る 。 積極的な授業参加度、 授業態度によ っ て評価する 。

評価基準＝ルーブリ ッ ク
ルーブリ ッ ク

評価
レベル５ レベル４ レベル３ レベル2 レベル１

要努力

担当教員 三須　 健吾 教員の実務経験 有 実務経験の職種 国家公務員特別職

【 科目の目的】
様々な電子機器やコ ン ピ ュ ータ などを 構成する デジタ ル技術の基礎的な理論について学習する 。 進数変換などのデジタ ル表現を 理解し 、 論理
回路設計の基礎と なる 論理代数の扱い方を 学び論理回路の動作を 理解する 。 電子機器に使用さ れる 論理回路、 デジタ ル回路を 設計、 動作解析
ができ る 技術者と なる こ と を 目的と する 。

【 科目の概要】

科目名 デジタル回路１ 年度 2025

学期 後期

単位数 2 種別※ 講義

英語科目名

学科・ 学年 電子・ 電気科 電子工学コ ース １ 年次 必／選 １ 年次 時間数 30

ふつう あと 少し

進数変換を理解し 、 それ
に付随する計算も でき る

進数変換は理解し ている
が、 計算ができ ない。

進数変換を理解でき ない

基本論理回路を理解し て
いる

AND、 OR、 NOT回路は理解
し ている

基本論理回路をすべて理
解し ていない

優れている よい

到達目標
A

進数変換を理解し 、 それ
に付随する計算や応用問
題も 解ける

進数変換を理解し 、 それ
に付随する計算も でき る

基本論理回路を理解し 、
図で表し 説明でき る

基本論理回路を理解し 、
説明でき る

到達目標
B

到達目標
C

ブール代数、 ド ・ モルガ
ンの定理を理解し 、 図で
表し 説明でき る

ブール代数、 ド ・ モルガ
ンの定理を理解し 、 説明
でき る

ブール代数、 ド ・ モルガ
ンの定理を理解し ている

真理値表から 論理式を求
めるよう になる 半加算

年度 2025

学期 講義

授業内容

デジタ ル・ アナログ

OR OR回路を理解し ている。

NAND NAND回路を理解し ている。

3

NOR回路を理解し ている。

AND、 OR、 NOT回路を理解
する

AND AND回路を理解し ている。

NOT NOT回路を理解し ている。 3

到達目標
D

半加算器・ 全加算器、 エ
ンコ ーダ・ デコ ーダを理
解し 、 図で表し 説明でき
る

半加算器・ 全加算器、 エ
ンコ ーダ・ デコ ーダを理
解し 、 説明でき る

半加算器・ 全加算器、 エ
ンコ ーダ・ デコ ーダを理
解し ている

半加算器・ 全加算器、 エ
ンコ ーダ・ デコ ーダのど
ちら かは理解し ている

3 基本論理回路( 2)
NAND、 NOR、 EX-OR回路を
理解する

4

科目名 デジタ ル回路１

2 基本論理回路( 1)

論理代数

ブール代数、 ド ・ モルガ
ンの定理、 ベン図、 カ ル
ノ ー図を理解する

英語表記

授業テーマ 各授業の目的 到達目標＝修得するスキル

1
デジタ ル・ アナログ
と は、 進数変換

2進数、 10進数、 16進数の
変換ができ るよう になる

2進数

16進数
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自己評価： S： と ても よく でき た、 A： よく でき た、 B： でき た、 C： 少し でき なかっ た、 D： まっ たく でき なかっ た

備考 等

3

R-S FF回路

R-S-T FF回路

エンコ ーダ

R-Sフ リ ッ プフ ロッ プ回路を理解し ている。

R-S-Tフ リ ッ プフ ロッ プ回路を理解し ている。

3

多数決回路・ 比較回路を理解し ている。

エンコ ーダ回路を理解し ている。

デコ ーダ回路を理解し ている。

パリ ティ チェ ッ ク 回路を理解し ている。

全加算器を理解し ている。全加算器

多数決・ 比較回路

15

評価方法： 1. 小テスト 、 2. パフ ォ ーマンス評価、 3. その他

9

10

11

12

13

J-K FF回路

T FF回路

D FF回路

14

組合せ論理回路
めるよう になる、 半加算
器、 全加算器を理解する5

デコ ーダ

パリ ティ チェ ッ ク

6 各種のデジタ ル回路

多数決・ 比較回路、 エン
コ ーダ、 デコ ーダ回路を
理解する

7
フ リ ッ プフ ロッ プ
( FF) 回路( 1)

パリ ティ チェ ッ ク 、 R-S 
FF回路、 R-S-T FF回路を
理解する

Dフ リ ッ プフ ロッ プ回路を理解し ている。8
フ リ ッ プフ ロッ プ
( FF) 回路( 2)

J-K FF回路、 T FF回路、 D 
FF回路を理解する

J-Kフ リ ッ プフ ロッ プ回路を理解し ている。

3

Tフ リ ッ プフ ロッ プ回路を理解し ている。

3
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